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ALP・LD/IFCC法への移行に伴う
各種帳票類改訂のお知らせ

拝啓　時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。
　平素より格別のお引き立てをいただき、厚くお礼申し上げます。
　さてこのたび、ALPとLDにつきまして、本年4月1日受付分よりJSCC法からIFCC法
に変更いたします。これに伴い、総合検査依頼書および総合検査報告書（検査台紙も
含む）に掲載している当該項目もIFCC法に変更させていただきますので、ご案内
申し上げます。
　また、臓器疾患別/MEDIENCEセットならびにお客様毎に設定している院内セットに
つきましても、同様にIFCC法へ変更させていただきます。
　誠に勝手ではございますが、何卒ご了承の程お願い申し上げます。
 敬具

総合検査案内アプリ
iPhone 用はこちら

総合検査案内アプリ
Android 用はこちら

記

当社はドーピング検査を通じて、
健全なスポーツの発展に貢献します。

〈本社〉〒101－8517	 東京都千代田区内神田1－13－4

	インフォメーション	 TEL.	03－5994－2111

実施期日

●  2021年4月1日（木）受付分より  
※総合検査報告書（検査台紙含む）は、4月2日（金）ご報告分より変更いたします。

改訂内容

● 別掲の「見本」をご参照ください。

対象印刷物

● 総合検査依頼書
● 総合検査報告書（検査台紙も含む）
● 臓器疾患別/MEDIENCEセット



「総合検査依頼書」改訂内容

　4月1日（木）受付分より、ALPとLDのご依頼欄はIFCC法による検査となります。なお、お客様毎に
設定している院内セットにつきましても、同期日よりIFCC法に変更させていただきます。
　改訂版の依頼書は、在庫状況に応じて順次お届けいたします。従来の依頼書も引き続きお使い
いただけます。

4月1日（木）より、LDとALPをご依頼時はIFCC法にて検査を実施し、ご報告いたします。

● JSCC法 ➡ IFCC法に変更いたします。
・［00012］LD《JSCC法》

⬇
・［20136］LD《IFCC法》

● JSCC法 ➡ IFCC法に変更いたします。
・［00011］ALP《JSCC法》

⬇
・［20135］ALP《IFCC法》

❶

❷

※実際の依頼書はA4サイズです。

❶
❷

【改訂後の依頼書見本】



「総合検査報告書」改訂内容

　4月2日（金）ご報告分より、ALPとLDの報告欄はIFCC法による検査結果となります。
　また、HBs抗原《凝集法》報告欄につきましては、3月末の検査中止に伴い、代替検査であるHBs
抗原《CLIA》の結果報告欄に変更いたします。なお、総合検査報告書改訂に併せて、検査台紙も同様に
変更となります。改訂版報告書を検査台紙に貼付される場合、改訂版の台紙が必要となります。台
紙は3月末までに弊社担当員よりお届けいたします。
　改訂版報告書は4月2日（金）ご報告分より切替えとなりますので、現在ご使用の検査台紙との差替
えをお願いいたします。

 　 LD
JSCC法 ➡ IFCC法
に変更いたします。

下記のとおり、基準値が変更
となります。
・JSCC法：120～240 U/L

⬇
・IFCC法 ：124～222 U/L

❸

 　 ALP
JSCC法 ➡ IFCC法
に変更いたします。

下記のとおり、基準値が変更
となります。
・JSCC法：100～325 U/L

⬇
・IFCC法 ：38～113 U/L

❹

 　 HBs抗原《凝集法》は、本年3月末に検査受託を中止いたします。  
このため、代替検査としてご案内しているHBs抗原《CLIA》をご報告いたします。

❺

❸
❹

❺

【改訂後の報告書見本】

※縮小して掲載しています。



「ALP・LD」IFCC法への変更

　ALPとLDにつきまして、本年4月1日（木）受付分よりJSCC法からIFCC法に変更いたします。新旧の検査要項
を改めてご案内させていただきますので、ご依頼に際しましては、予めご確認いただきますようお願いいたし
ます。
　詳細につきましては、INFORMATION（21－03）をご参照ください。

変更内容 新 旧
項目コード 20135 00011
検査項目名 ALP_IFCC ALP
検査方法 IFCC標準化対応法 JSCC標準化対応法

検体量/保存方法 血清　0.5mL / 冷蔵　［容器番号：01番］ 同左
基準値 38～113 U/L 100～325 U/L
所要日数 1～2日 同左

検査実施料/判断料 11点/144点（生化学的検査（Ⅰ）判断料） 同左
報告下限 2 U/L 未満 4 U/L
報告上限 9,999,999 U/L 同左
報告桁数 整数、有効7桁 同左

緊急報告基準値 500 U/L 以上＊ 1,500 U/L 以上
備考 ＊： ALP_IFCCの測定値で緊急報告値（500 U/L 以上）が検出された場合は、測定後速やかにFAX

または個別電話でご報告いたします。

ALP／検査要項

　ALPの測定試薬を同一メーカーが販売するIFCC法試薬に変更いたします。
　IFCC法では小腸型アイソザイムの測り込みが小さく、血液型B,O型でも食事の影響により偽高値が小さく
なります。これにより、疾患と無関係な上限が軽減し、肝・骨疾患の臨床的意義が向上します。なお、JSCC法
と比べ測定値が1/3程度の数値となりますので、結果の取り扱いには注意が必要です。

LD／検査要項

変更内容 新 旧
項目コード 20136 00012
検査項目名 LD_IFCC LD（LDH）
検査方法 IFCC標準化対応法 JSCC標準化対応法

検体量/保存方法 血清　0.5mL / 冷蔵　［容器番号：01番］ 同左
基準値 124～222 U/L 120～240 U/L
所要日数 1～2日 同左

検査実施料/判断料 11点/144点（生化学的検査（Ⅰ）判断料） 同左
報告下限 5 U/L 未満 4 U/L
報告上限 9,999,999 U/L 同左
報告桁数 整数、有効7桁 同左

緊急報告基準値 1,000 U/L 以上＊ 同左
備考 ＊： LD_IFCCの測定値で緊急報告値（1,000 U/L 以上）が検出された場合は、測定後速やかにFAX

または個別電話でご報告いたします。

　LDの測定試薬を別メーカーが販売するIFCC法試薬に変更いたします。
　国内で使用されているJSCC法ではアイソザイムのLD5が相対的に高く測定されますが、IFCC法では、LD1と
LD5がほぼ同等に測定されます。

（お知らせ1）
　 臓器疾患別/MEDIENCEセットにつきましても、各セットに設定しているALPとLDをIFCC法に変更いたします。 
（改訂版）MEDIENCEセットは、3月末にお届けいたします。

（お知らせ2）
　 お客様毎に設定する院内セットにつきましても、4月1日（木）受付分よりIFCC法にセット内容を変更させてい
ただきますので、予めご了承願います。  
ご不明な点などございましたら、弊社担当員までお申し付けください。


